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昨日NHKで

古代史ミステリー「御柱」

〜最後の“縄文王国”の謎〜

が放送された。

そこで以前書いたブログをトップにする。

■古の諏訪を見つめる（ミシャグチ神から諏訪大社）

ナビを白樺湖に合わせ移動する、峠の紅葉は既に終わり山麓へ降りている。予定時間が少なくなり目的地

り込む、手長神社・足長神社はどうも行けそうになく次回とし、最優先を「神長官守矢史料館」そしてその近
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トドクロちゃんと山登り

ある「諏訪大社上社前宮」と「諏訪大社上社本宮」とする。

茅野市で渋滞する場所は分かっているのでそれを避けるようにして「神長官守矢史料館」へ到着した。

奇抜な建物だ、現在の守矢家当主と同級生の建築家、藤森照信さんのデビュー作だそうです。

※古代の諏訪地方（諏訪の信仰）の事を「神長官守矢史料館のしおり」より抜粋します。

諏訪盆地には「古事記」に書かれた出雲の国の国譲神話とは別にもう一つの国譲神話が言い伝えら れて

す。そのことは、室町時代初期に編まれました「諏訪大明神絵詞」などに記されています。それによりますと、

朝廷による日本統一以前の話になりますが、出雲系の稲作民族を率いた 建御名方命がこの盆地に侵入し

た時、この地に以前から暮らしていた洩矢神を長とする先住民族が、天竜川河口に陣取って迎えうちました

局、洩矢神は負けてしまいました。

出雲から侵入した建御名方命は諏訪大明神となり、ここに現在の諏訪大社のはじまりが あります。このよう

て諏訪の地は中央とつながり稲作以後の新しい時代を生きていくことに なりましたが、しかし、先住民であ

矢の人々はけっして新しく来た出雲系の人々にしいたげ られたりしたわけではありませんでした。このことは

大社の体制をみればよく解ります。 建御名方命の子孫である諏訪氏が大祝という生神の位に就き、洩矢神

孫の守矢氏が神長 （のち神長官ともいう）という筆頭神官の位に就いたのです。

　一子相伝で先々代の守矢実久まで口伝えされ、実久が始めて文字化した「神長守矢氏系譜」に よります

の洩矢神が守矢家の祖先神と伝えられ、現在の当主で七十八代の生命のつらなりと なっております。今で

矢神の息づかいが聞こえてくるようにさえ思われます。

　こうして、諏訪の地には、大祝と神長による新しい体制が固まりました。こうした信仰と政治の一体化した

祭政体は古代、中世と続きました。

これらの背景で諏訪大社上社では縄文の息吹を感じる神事が多く残っています。

その中で最も重要な神事が「御頭祭（酉の祭）」。

この資料館には江戸時代の「菅江真澄」が当時、書いた絵を元にそれを復元してあります。

※御頭祭（酉の祭）の神饌の実物復元

・兎の串刺し ・焼皮、脳和(のうあえ)、生兎、切兎



・神前に献ずる７５頭の鹿の首 ・その中に必ず耳裂鹿が含まれる。

・重藤弓(しげとうのゆみ)、藤刀(ふじがたな)、根曲太刀(ねまがりのたち) ・サナギ鈴、御贄柱(おにえはしら)



江戸時代当時の話しで現在は剥製の鹿で代用。

上社の祭神は八坂刀売神 （やさかとめのかみ）だが明らかに諏訪の土着神「ミシャグチ」に対して行ってい

す。

実は御柱祭も同様と思われます。

ここには大和に支配される以前の縄文の記憶が多く残っている。

また神長官守矢邸の敷地には「御頭御社宮司総社」がある。

※ミシャグチ神

日本古来の土着神である。 「樹や笹や石や生神・大祝（おおほうり）に降りてくる精霊」

諏訪ではどんな小さな社でも御柱が立っている。

花と神長官守矢史料館

神長官守矢史料館

この神長官守矢史料館を訪れる多くの人は古のロマンを想像している人が多いようです。

ここの館長は話上手で色々な事を教えて頂いた。

その中で貴重な話を聞くことができた。

・守矢氏系譜のなかに物部守屋の次男（武麿）が養子となっている。

→御頭御社宮司総社の奥には武麿を祭った祠が存在する。

・諏訪は馬の生産地であり重要な地域だった。

記帳をし「神長官守矢史料館のしおり」を購入。

ここから諏訪大社前宮まで近く車で数分で移動。

※諏訪大社前宮

鳥居と左に前宮「十間廊」ここで御頭祭が行われる。

拝殿

前宮一之御柱



※諏訪大社概要

諏訪大社というのは近年の呼称で、次の４宮を総称して云う。

即ち、諏訪湖北側・霧ヶ峰山塊の西端・明神山麓に鎮座する下社（秋宮と春宮からなる）、諏訪湖南側・赤石

脈最北部の守谷山麓に鎮座する上社（本宮と前宮からなる）で構成され、上社・下社を合わせて信濃国一宮

され創建は明らかではない。

秋宮は一位の木を春宮は杉の木を御神木とし、上社は御山を御神体として祭祀する。

延喜式神名帳には南方刀美神社：二座とありこの当時は現在の上社前宮と上社本宮しかなかった。

※諏訪大社上社本宮

諏訪大社上社本宮　鳥居。

参拝は拝殿側と90度右に向けて其々行った。

御神体は、「硯岩」という磐座（いわくら）から連なる背後の森で守屋山の山頂まで行かない山腹の原生林

茂った辺りまでと確信するにいたりましたのでその方向を向いて。

清祓池

参拝後に門前の土産物屋へ。

諏訪大社上社本宮の門前土産屋さんで大正14年生まれの91歳のすこぶる元気なおばあちゃんの話を聞

守屋山の神様は恐ろしい神様なので大切にしなければならないと。最近の土石流で門前町道路を挟んで西

の土産物屋さんはことごとく被災したとの事、言われてみれば西側の店屋は新しく建て替えられていた。私達

西側の店で甘酒とこんにゃくダンゴの串刺しおでんを食べた。そして東側の一件目がこのおばあちゃんのお

こちら側は全く被害がない。

それは東側が少し標高が高い事とお諏訪様のおかげだと話しており、この土石流の原因も守屋山の神が起

たと、では守屋山の神とは？

この土石流も諏訪大社の建物には被害が及んでおらず大石も直前で止まっていた。

巷に言われるようにこのお婆さんからは守屋山の神は恐ろしい神だと言っていたがないがしろにしている感

なかった。

ただ諏訪神社の御神体が守屋山？・・・・と言う話しを敢えて私のほうからしなかったがお諏訪様が守屋山と

感じには受け取れなかった。

上社の亀石がある池はこの水が諏訪湖へ繋がり諏訪湖になっているので諏訪湖の大元だという話も聞いた

手長・足長神社の宮司さんは諏訪大社の宮司も務めてた人で話出したら止まらないほど話好きだと言う。

今回は行けてないが再訪の際には色々な話が聞けるとありがたい。

古地図を見ていると諏訪神社のそばに神宮寺が記載されている。

気になり調べて見ると

※神仏習合の諏訪（諏訪にも神宮寺が）

神宮寺とは、日本で神仏習合思想に基づき、神社に附属して建てられた仏教寺院や仏堂。

ただ古代８世紀に仏教文化が各地に急速にもたらされたが、この地方の古代遺跡からはそれを表す布目瓦

一辺も出土していない。

ここから諏訪の神威が強く仏教が入り込むのは他の地域より200年程後のことである。

この鎌倉期には上宮大祝諏訪氏、下宮大祝金刺氏がいづれも仏教に帰依して仏寺を造営、彼らにより仏寺

興隆した。

永仁の頃に知久氏（諏訪氏の一族と云う）が上宮普賢堂、釈迦堂、五重塔、鐘楼などを再建し、大いに興隆

た。

神仏習合が分かりにくい。

当時参拝する際は両方参拝するんでしょうな当然。

（本来は、神仏習合の時代では、仏様の方が、神様より位が上）

また明治には廃仏毀釈では以下の事が行われている。

※仏寺及び仏教関係の建築物の破壊

社僧・社人の間は親和を欠いていた。しかしながら社僧は官位があり、社人の上に立ち、大いに勢力があっ

さらに諏訪藩は常に社僧に加担する傾向があり、・・・社人等には欝勃の情があった。

神仏分離令が出て、社人等は大いに踊躍し、仏教関係堂塔、器具などを撤去せんとしたが、人民は自ら進ん

のことに当たろうとしないので、社人等は京都に使いを上らせ訴えたので、観察使富饒夫（とみにきお）が実

督として派遣され建築物の解体が行われた。

天保５年の信濃奇勝録（資料参照：近代デジタルライブラリー - 信濃奇勝録. 巻之4）には

「守屋氏は物部の守屋の一男弟君と号る者森山に忍ひ居て、後神長の養子となる、永禄年中より官の一字

神長官と云う、森山に守屋の霊を祀り今守屋が岳といふ、弟君より当神長官まで四十八代と云、」とある。

※今回の訪問や読んだ書籍、これらを元に物部守屋・守矢・守屋山・モリヤ神をまとめて見ると。

・土着神（モリヤ神、ミシャグチ神）を祀る、縄文の流れを組む人々が諏訪に住んでおりその祭祀が守矢一族



・丁未の乱(587年)で滅亡した物部守屋の次男（武麿）が伊那地方に逃れ森山に潜んでいた、高遠の人々

森山の守屋の霊を祀った。このことで守屋山と呼ばれるようになる。（私的な考え）

・また物部守屋の次男（武麿）は守矢一族の養子となり守矢系譜に連なるが一族は守屋を性として受け継

の地に住まう。（私的な考え）

※祭神タケミナカタについて。

日本書紀には

建御雷神(タケミカズチ)が大国主神に葦原中国の国譲りを迫ると、大国主神は御子神である事代主神が答

と言った。事代主神が承諾すると、大国主神は次は建御名方神(タケミナカタ)が答えると言った。建御名方神

建御雷神に力くらべを申し出、建御雷神の手を掴むとその手が氷や剣に変化した。これを恐れて逃げ出し、

国の州羽（すわ）の海（諏訪湖）まで追いつめられた。建御雷神が建御名方神を殺そうとしたとき、建御名方

「もうこの地から出ないから殺さないでくれ」と言い、服従した。

と書かれている。

どう見ても軍神とは思えないので他の記述を見てみる。

1)タケミナカタは古事記には出てくるが日本書紀や出雲風土記には出てこない。

2)皇后の朝鮮半島を攻略時に守護のためにやってきたのが諏訪と住吉の2神だった、それで神の守護によ

功皇后は三韓を平らげた。

3)征夷大将軍・坂上田村麻呂の東夷征伐で、諏訪大明神の化身である将兵が現れて、勝利をもたらした。

4)13世紀、モンゴル帝国が日本を襲った元寇で、諏訪大明神は大風を吹かせて敵の軍船を沈没させた。

5)武田信玄が軍神として鎌倉時代に武田家の初代当主が、諏訪大明神のお告げにより合戦に勝利した。

6)『梁塵秘抄』に「関より東の軍神、鹿島、香取、諏訪の宮」とある。

国譲りで事代主命（コトシロヌシ）が戦わずして負けたの比べ絶大な力を誇るタケミカヅチに挑み負けたこと

る勇気が武士道の精神と相まって好まれたようだ。

『タケミナカタの強さは挑み立ち向かう勇気』と言うことか。

今回の旅行で善光寺→上田→諏訪を巡り頂いた御朱印は

やっぱり善光寺・諏訪大社はとっても

『びっくりポン』だ。

■天狗岳の後は「縄文のビーナス」

コメン

大鹿村のヒマラヤの青いケシと歴史探訪

2016年06月21日 | デ

    

■2016.06.19 以前から気になっていた「青いケシ」を見るために大鹿村へロングドライブへ出かける。

事前にネットで情報をググリ、青いケシだけでなく軽い山登りや古の足跡も追って見ようと思う。

高速→下道→高速と走り8時過ぎに小渋ダムを抜け大鹿村に到着。

大鹿村の鹿塩地区からは狭い山道となりくねくねと上がって行く。

今日は大鹿村の一斉清掃のようで住民の方々が草刈りをして道路脇を整備していた。

標高1500mの中村農園には9時頃到着。

入場料500円を払いさっそく見学へ。

・ヒマラヤの青いケシ（メコノプシス・グランディス）

ヒマラヤの高山地帯に咲くこの花は「天上の妖精」と称えられる。

メコノプシス属自体は西ヨーロッパ、中央アジア、ヒマラヤ、ミャンマー北部及び中国横断山脈にも隔離分布

がこのグランディスはヒマラヤにしか咲いていない。

透き通るような青い花で妖艶ですね。



そして奥茶臼岳をバックに（中央の三角ピーク）

他の花も咲いていますが主役はヒマラヤの青いケシです。

1時間ほど見学、次に軽く山歩きをすべく更に林道を上がる。

林道の最高点近くから黒川牧場の中を抜け登山口まで行く道が悪路（ダート）で大変。

何とか到着。

登山口にはこれまでの悪路に反して駐車場が整備してある。

ここの標高は2016m。

雲が多くなり始め様子見のため少し上がって見る。

奥が二児山です。

やっぱり天候は下り坂で雲が多くなる。

・天空の池

中央アルプスは何とか見えるが、山歩きは止めて次なる目的地へ。

・伝説の大池

そして「クリンソウ（九輪草）」

群生しています。



・他に本日出会った花達（中村農園＋伝説の大池）

そして雨が降り出した中、鹿塩地区まで降りてきて塩の里直売所で買い物と食事をする。

「山菜そば」と「とうふ定食」意外といけます。

一息ついた後は歴史探訪へ。

葦原神社→福徳寺→信濃宮→宝篋印塔→御所平→赤石荘（温泉）

・葦原神社

この大鹿村鹿塩梨原にある葦原神社は明治の神社合併時によるものだが、それ以前は本諏訪社と呼ばれ

た。祭神は建御名方神で建御雷神との力くらべに負けて出雲から洲羽（諏訪）に逃げる際に一時的に滞在

いたとする説がある。

また鹿塩の塩泉は建御名方神が鹿狩りをしているときに発見したという伝説や、御頭郷の最上位の席は鹿

あったことなどいくつかの傍証となる事実があるそうです。

地元の伝承では御柱祭の元祖は『葦原神社』の御柱祭と伝えられています。

立ったばかりの御柱１本。（詳しくはググってね）

地区を移動し大河原方面へ。

・福徳寺

・国重要文化財「福徳寺本堂」

ここは南北朝時代「宗良親王」大河原ご在住の折りは天台仏教修法の道場であったという。

・信濃宮

南北朝時代に南朝方の宗良親王が奉られている。

（昭和十五年皇紀二千六百年を迎え、信濃宮神社造営）

この宗良親王とは

後醍醐天皇の皇子。ここ（現大鹿村）では豪族香坂高宗に庇護され、以後30余年に渡って信濃宮方（南朝

本拠地となった。比叡山延暦寺に入り天台座主となるが父の討幕運動にしたがい、建武の新政の失敗後は

俗。そして南朝の征夷大将軍として、信濃を中心に各地を転戦した。

しかし戦に負け衰退を極める事となり南朝の後亀山天皇が北朝の後小松天皇に三種の神器を渡し、南北

合体した（明徳の和約）。晩年に「新葉和歌集」を撰した。

異母兄弟に義良親王（後村上天皇）がおり、1338年（延元3年）親王が東国に渡る途中、嵐で篠島に

漂着され、この島にしばらく滞在されたときに掘られた井戸が帝井である。

・宝篋印塔

石質は多孔性安山岩で通称伊豆石、室町時代初期の建立。伝承によると地元では九輪之塔とよび、宗良親

の墓標塔として祭っていました。



塔身には四面に四種の梵字があり、蓋上部四隅には馬耳型突起がみられます。室町時代初期の姿を示し、

親王の大河原薨去説を裏付ける貴重な史跡です。この塔の苔を煎じて服用すれば、おこり病にかからないと

り伝えられています。

これでもか？と言うくらい細い林道を行く

天気が良ければ赤石岳が見える筈なのだか。

とどん詰まりに

・御所平

南北朝時代・興国五年（1344）に、宗良親王が入村され香坂高宗の守護のもと古い開墾地のこの土地を安

の地とした。

まとめると。(宗良親王とは)

1)後醍醐天皇の皇子。

2)比叡山延暦寺の天台座主。

3)征夷大将軍。

4)歌人。

親王が歌ったものを・・・・

信濃国大川原と申し侍りける深山の中に、心うつくしう庵一二ばかりしてすみ侍りける。谷あひの空もいくほ

らぬに、月をみてよみ侍りし
（李花集から）

いづかたも山の端ちかき柴の戸は月見る空やすくなかるらむ

→【釈】どちらの方角も山の稜線が迫っている庵からは、月を眺めようにも、空が少ししか見えないだろうなあ

（李花集から）

われを世にありやととはば信濃なるいなとこたへよ嶺の松風

→【釈】もし誰かが私のことをまだ生きているのかと尋ねたら、信濃の伊那という所で……否々、もはやこの世

去ったと答えてくれ、峰の松風よ。

（新葉和歌集から）

君がため世のため何か惜しからむ捨ててかひある命なりせば

→【釈】君の御為、世の人々の為、何を惜しむことがあろう。捨てて甲斐のある命であったなら。

参考→千人万首

この地で歌ったのか。

・・・古へ思いを馳せる。

〆は温泉です。

・赤石温泉

リニア中央新幹線の工事が本格化すると

「大鹿村では一日最大１７３６台の工事用車両が通過する」

・・・・・大鹿村が遠くなる。

宗良親王は何を思うか？

過去の大鹿村

2009.10　塩見岳

2011.07 山に行かない平日の休日の過ごし方

2013.07 小河内岳、塩見岳、蝙蝠岳、仙塩尾根縦走

2013.10 塩見岳の登山口、鳥倉林道の紅葉(大鹿村)

コ

梅を漬ける季節ですね〜。

2016年06月11日 | デ

    



午前中はいつものようにテニス。

山も好きだがテニスも好きで中学から数えて45年程のライフワークになっている。

良くも続けていると我ながら感心する。

今でもナイターを含めに週３日は雨が降らなければプレーしている。

5年ほど前からジム通いも始め、テニスや登山での体力は問題ない。

でも加齢に伴う視力の減退など本人ではどうしようもない体の変化は起こっている。

今日は昼からトドクロちゃんが「梅干し」や「梅ジュース」を作り始めた。

これは「梅ジュース」

私は梅干しが大好きで山登りには必ず梅干し入りのおにぎりを持ってゆく。

それに梅干しを漬けた後に出る「きうめず」（塩辛い梅のエキスを含んだ液体）が好きでスポーツなどの塩分

給に薄めた飲んでいる。

そして福井の「竹田の油げ」を妻の知り合いから頂いた。

これがまことに美味しい。

酒の肴とし今酒を飲みながらブログを書いている。

コ

久々の山道具調達。

2016年06月01日 | デ

登山ショップのポイントが溜まっているので消費すべく買い物へ。

まずは、◆登山用ヘルメット

安全の為の道具なのと以下の着用奨励山域が指定されているので取り敢えず購入。

登山用ヘルメット着用奨励山域とは

山岳へルメット着用奨励山域の指定について、長野県山岳遭難防止対策協会（会長：長野県知事）が、登山

よる滑落、転落、転倒事故の多い山域を「山岳ヘルメット着用推奨山域」に指定しています。

※着用奨励山域

・北アルプス南部：槍・穂高連峰のうち、北穂高岳から涸沢岳・屏風岩、前穂高岳(北尾根から吊尾根)一帯

穂高岳から奥穂高岳、北穂高岳から南岳(大キレツト)、北鎌尾根・東鎌尾根の区域

    

・北アルプス北部：不帰の峻周辺、八峰キレット周辺

・南アルプス：甲斐駒ケ岳、鋸岳

・中央アルプス：宝剣岳

・戸隠連峰：戸隠山、西岳

ドカヘルでも良いかと思ったが、ポイントでGETできるので着用感のみでこれに決めた。

そして、ＧＷの山行で落としたと思われる◆保温水筒を新調。

今までの500mlでは何かと容量不足なので容量は900mlとレベルアップ。

残りのポイント消化でギリギリ◆卵ケース。

山でのラーメンに卵１つトッピングするだけで格段に美味しくなる。特にチキンラーメンや塩ラーメンなどは格

コ
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